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　Abell 3376はz=0.046の近傍に位置し、東西に巨大な電波レリックを持つ衝突銀河団である。X線観測によって銀河団
ガス(ICM)の温度は約4 keVと高温で、さらに副銀河団の東側にコールドフロント(CF)があり、西側にICMが薄く広がって
いることが確認されている。このため、これまでは銀河団が東西方向に衝突し、副銀河団は東側に進行していると考え
られてきた。しかし、電波観測によって副銀河団中の2nd BCGから放射される電波ジェットがCFで折り曲げられ、東方
向へたなびいていることが判明した。これは2nd BCGが西側に進行していることを示唆するが、副銀河団のICMのダイ
ナミクスは未解明であった。

　そこで本研究では、XRISMによって2025年12月と2026年5月に得られた副銀河団周辺の観測データを解析し、ICMの
速度構造を調べた。その結果、BCG以西のICMのバルク速度はBCGと同程度であり、速度分散は約150 km/sと標準的な
値だった。一方で、CF近傍領域のバルク速度は300 km/s赤方偏移し、速度分散が300 km/sへと増大していることが明ら
かになった。以上より、オフセット衝突によってICMが視線方向に回転し、回転するICMの一部が西側へと運動している
可能性が示唆される。さらに、CF近傍での速度分散の増大は回転運動によるバルクの視線方向の重ね合わせで解釈でき
て、BCG以西では乱流がほぼ一定になる傾向が見られた。本講演では、ICMの速度構造に関する詳細な解析結果を報告
し、その結果から考えられる新たな衝突描像の推定を目指す。
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